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温泉(熱)発電所・地熱発電所 事業性評価支援ツール（ENAA, CRIEPI）
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【目的】
温泉（熱）発電所、地熱発電所の事業者を対象
として、事業性の評価・改善を支援するため

【主な機能・特徴】
・売電収入、点検・工事費等、事業収支の確認
（キャッシュフローの見える化）

・点検・修理時期など運営計画のシミュレーション、
点検情報・トラブル事例等DB管理機能を搭載

・計算モデルに季節変動を考慮した発電電力量予
測式（GeoShink™分析結果）を搭載し 、運転データ
がなくても売電収入の近似値を算出可能

・発電設備の製造元・発電規模・発電方式に関係
なく利用可能、Microsoft® Excel®ファイルで操作
可能（汎用性向上）

NEDO受託研究「IoT-AI適用による小規模地熱スマート発電&熱供給の研究開発」
（2018.7-2021.5）

(エンジニアリング協会, 電力中央研究所、東京海洋大、伊藤忠テクノソリューションズ)



使用方法（準備）：ツールのダウンロード、初期設定
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・ENAA サイトよりファイルをPCにダウンロード可能
https://www.enaa.or.jp/gec/geothermal_support_tool

・発電所毎にファイル名を変えてご利用ください
・もしも不具合等あればお問い合わせ先にご連絡下さい
・ユーザー登録は特になく、更新日のアナウンスが個別
にできないため、ご注意下さい



使用方法（準備）：セキュリティ警告やエラーメッセージの解除
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【PC環境、システム条件】
・Windows 10 Home/Pro （タブレットモード未対応）
・MicrosoftⓇ ExcelⓇ 2013, 2016, 2019以上
・CPU/メモリ：OS推奨システム環境に準じ、1GB以上の空き容量

操作マニュアルに従い、まずはセキュリティ
警告やエラーメッセージを解除して下さい



・プルダウンメニュー、デフォルト設定により入力手間を低減（任意入力も可能）
・実測データ（日付と発電量/日のCSV file）、初期投資コストも反映可能

使用方法（条件設定）：データの入力（基本情報）
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・定期点検情報を描画（将来分は最新年の情報が計上）
・履歴から登録情報を取り込むと翌年以降の入力手間低減
・登録情報と同じ情報でも上書きされないため、重複注意
・画像取り込みも可（領収書、現場写真、交換部品情報など）

使用方法（条件設定）：データの入力（定期点検情報）
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内訳入力すると自動計算、
合計のみ入力でも可



使用方法（条件設定）：データの入力（維持管理情報）
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・定期作業の停止期間（売電収益ゼロ）・支出情報を描画
・不定期・単発的作業の場合、その都度入力（頻度：その他、0日毎）
・運転停止せず、作業のみ・人件費のみの情報でも入力可能
・新たな情報が登録済情報と同じでも上書きされないため重複注意
・画像取り込みも可（領収書、現場写真、交換部品情報など）



・過去の実績情報を一元化（関係者間の情報共有、DB機能）
・履歴参照のエクスポートボタンより一覧表として閲覧・印刷も可能

使用方法（条件設定）：入力済み情報（履歴）のリスト閲覧
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・グラフ描画は2種類（事業性の確認、定期点検の時期比較）
・描画期間は最長20年まで

使用方法（グラフ描画条件設定）：グラフの種類と描画期間の選択
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例：基本情報・定期点検情報のみ入力（3年間）
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使用方法（グラフ描画）：事業性の確認

例：初期コスト、維持管理情報も反映（10年間）

【運転中（日常）のキャッシュフロー確認】
過去から現在の実績、および将来の想定キャッシュフローを描画
（実データを取り込んだ場合は、その期間のみ実績値に差し替え）

→ 投資回収年、収支状況、今後の見通し等を確認可能



例：基本情報・定期点検情報のみ入力（3年間）
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使用方法（グラフ描画）：定期点検の時期比較

【運開前段階での活用】

季節変動を考慮した試算
により、点検時期を検討

・発電効率下がる夏期に
点検した方が損失少なく
季節差の程度が分かる
→ 運転開始時期も夏期
の方がよいが、どの程度
の差が出てくるのかを予
め検討可能
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使用方法（条件設定）：トラブル時のデータ入力（対処の選択肢検討）

【トラブル時の活用】
想定シナリオ別コスト比較
（オプション機能）

・発電量低下や何らかの
エラーが出た際の停止時
期の対処を検討
・出力低下率を変えたシナ
リオを自由に設定可能
・維持管理情報は、各シナ
リオで条件が同じと想定し
グラフには考慮せず

①直ちに停止して修理
②部品調達後に修理
③次の定期点検時に修理
④その他



例：トラブル事例（高額な部品の異常、交換）
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使用方法（グラフ描画）：トラブル対応検討のシミュレーション

この事例では、できる限り早期に異常予兆を検知・検討し（トラブル要因
の早期発見が重要）、直ちに停止・修理する方が損失少なかった

→ FIT収益分が大きいため、利用率低下期間が長いほど影響受ける
→ できる限り運転停止しないよう維持管理することが重要

実績ベース
シナリオ１：直ちに停止・修理

シナリオ２：発注期間を経て修理
シナリオ３：次の定期点検時に修理
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使用方法（記録）：トラブル情報の実績記録

【トラブル時の活用】
・関係者間の情報共有
・担当者や業者が変わっても情報の引き継ぎが容易

→ 再発予防、今後の類似事例の際の早期対処支援

履歴の閲覧が可能
ホーム画面のシートからも閲覧可能
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その他の活用例

【熱利用事業】
・初期投資コスト、維持管理費を合算して全体の事業性を検討可能

【温泉事業者との協働事業の際】
・地元との報連相・情報共有の円滑化（維持管理企業が現場情報把握）

→ 「お金の見える化」により、地元の方々もより理解・実感し易い
→ トラブル対応・コスト情報等の記録を促し、早期発見・再発防止、

関係者間での齟齬の低減

【複数の発電所を運営する事業者】
・各発電所の事業性、トラブル情報を一元管理
・同一メーカーにおけるトラブルの種類や部品交換の頻度等の傾向把握

→ 早めに対処できれば事業性向上、業界全体の改善に寄与

【温泉（熱）・地熱発電以外の発電所】
・発電量の季節変動の考慮が必要ない発電技術にも適用可能

（季節補正を0に修正）


